
・　1）加工材料は均質の同一材将を使用すること．

t　2）徽物は材料，me形ltk等同一のものを璽用す
　ること．一度壽命に遽した理物は相當鍵質していると思

　われるかちなるべく實験には使用しないこと・やむをえ

　ない場合は充分研ぎ直し，要すれば火蓬りから逡勿直し

　て使用する．　　　　　　　　　　ID・・　V・

　　3）切込，逡

　り及び切削速度

　は一蜜験に關し

　ては嚴密に一定
に保つよ溜意　　　　1

　すること．　　　　　　　　　第8圖
　　4）切削速度一一一v：＄命直線上の少くも3職を求あるこ

　と邸ち切創速度は少くも3種類に攣えて講命を求める．

　　5）壽命が8min以下になるよ5な條件で實験を行わ
　ないこと．鹸り短い壽命に野しては蜜験値の信頼性は十
　分ではない．13）

　　2．3　圓板切削試験．14）この方法は簡易試験法の一種

　と考えられるもので，第8圖のように試瞼すべき材料の

　圓板Aを一定面輔激で回鱒させ，匁物を中心より外側

　に向つて一一・faの横邊りを以て邊り，正圃創りを行い，殴

　物が壽命に遽した時の速度Vmを測定するのである．今

　或る回輔融2VでDoからP“露迄切削レて壽命に達した

　ものとし，最初及び最絡の切削速度を夫々，Vo及Vm，逡

　りをs／rev．とし，途申の任意の切削速度vに封する壽

　命をTとすれば，その時の微小時聞の全壽命時間4彦に

　樹する劇合はのTで蓑わされるから
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そこで相異る二つのNの値に封してVo及Vmを蜘傘

によつて求め，ε及Cを定める叢ができる．　，1
　約10種類の材料について本絡的壽命試験によつて
τ30を求め，一方この方法によつて求めた値と比較した結

果は±7％の誤差の範園で一致した事が報告されている・

この程度の誤差は蜜用上差交えないものと思われる．

　2・4　切飼鶏度堀加緩駿　　圓板切削試験の饅職は試験

片として相當直裡の大きい圓板を踏要とすることで，七

れを遜けるためには普通の圓壌形材料の外丸削りを行い

つつ切糊速度を遽繧的に壌加させればよい．しかしなが

ら普通の旋盤ではこれは不可能であるから，やむをえず

一定の時間毎に階段的に切削速度を高めて切削を行う方

法があるボ，普通の旋盤では主軸の回韓歎は任意に攣化

さぜることはできないからこの方法は絵り用いられては．

いないよ5である．（以下掴）
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1国睡■　　　　　　　　狭　帯　域　濾．波　器
　　　　　　　　　　　　高木昇・尾上守夫　哩氣〉　　一

　圖示の回路はホ愚共振畢の並耐容髭⑳癬溺をジ三巻
墜成器から得られる蓮梱の電流で打演して尖鋭な狭欝

域濾波器を得ようとするものである．終端イ，yピーダ

ンスの調肇にょV濾波器の樗域巾が墾えらPt，叉櫨償

蓄電器を加減すると減衰極の位置が縫えられて妨審被

を除去で養る等の特長があり，古くから無線電僑受信

機用濾波器として用いられて嚢た．更に翠一周波抽蜘

用濾波器として多露通僑，渕定等に用途が多い．しか

し本滋波器の理諭並に設計法に關して研究した者竜な

く，叉詳細な實験結果亀嚢表さPtていない・

　筆者等はこの画路を入力攣成羅が理想墾成器でない

Jaumann接績⑳濾波器と見なし，その等綴梯子形園路

を導く圓路攣難醗を誘導し，ζれに基嚢騰綾爾定
餓駒簾係を的に理諭求めた・例へば減農極の鉱鐙とそ

の減褻臨精域巾とその珂愛範園，中心周波撒の瀕，

利得等の關係盈瞬確にし，貴験と比べて満是な樋致を

見た．翼K本櫨麟で得昂ζ為が索慰5特蝿…の限界・

舎理的な設蹴罐瞬確にす蚤ζとがで逡凝●
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非同調とし，蓄電器で中瓢タップを設け，絡端インe°　・－　1

ダ・スとしてはQの敵嗣回蹴用・・隅の澱1
も優れてv・ること．（この形式のもので中心周波470kc　l

波榊器に比し大な磋異のなV・　eLと，等である．　1
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